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マレーバクが来園します 
 

 

マレーバクのオス 1 頭が台北市立動物園から来園しますので、お知らせします。今回の来

園で東山動植物園のマレーバクは 2頭（オス 1頭、メス 1頭）になります。 

 

 

 記 

 

１ 来園するマレーバク 

（１）名 前   獏豆（モドゥ） 

（２）性 別   オス 

（３）年 齢   3 歳（2020 年 9 月 13 日 台北市立動物園生まれ） 

（４）来園予定日 令和 6年 3 月 20 日（水祝） 

 

 

２ 一般公開日 

動物の体調等を考慮し、決まり次第東山動植物園公式ウェブサイトでお知らせします。 

 

 

３ 東山動植物園で飼育しているマレーバク 

（１）名 前   コモレ 

（２）性 別   メス 

（３）年 齢   3 歳（2020 年 10 月 16 日 群馬サファリパーク生まれ） 

 

 

４ 取材について 

動物搬入時を含め、公開日まで撮影はできませんのでご了承ください。 

なお、写真等が必要な場合には東山総合公園管理課までご相談ください。 

  



（参考） 

■国内のマレーバク飼育頭数（2022 年 12 月末） 

 13 園で 34 頭(オス 18 頭、メス 16 頭)飼育しています。 

 

 

■マレーバク（奇蹄目バク科）について 

学 名： Tapirus indicus 

英 名： Malayan Tapir 

分 布： スマトラ島南部と中央部、マレーシア半島、タイ、ミャンマー 

形 態： 頭胴長 235～250cm、体高 90～105cm、体重 260～400kg。バク科の中では最大。

体色は黒と白のツートンカラーで、肩から腰、腹部にかけて白い体毛が生えている。

耳の先端は白く縁どられている。指の数は前肢が 4 本、後肢が 3本である。幼獣

は茶色地に白い縞と斑点があるウリボウで、成長するに従い親と同様な毛色となる。 

生 態： 密林、やぶ地、水辺の草地に単独か親子で暮らし、基本的には夜間に活動する。

一般的に低地で生活するが、標高2700ｍを超える地域で発見されることもある。１

産１仔で、妊娠期間は 390 日～400 日。ワシントン条約附属書Ⅰ表、ＩＵＣＮレッ

ドリスト：ＥＮ（危機）。 

 

 
来園するマレーバク（獏豆） 写真提供：台北市立動物園 

 


